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研究成果の概要（和文）：敗戦当時、参謀本部第二部長であった陸軍中将有末精三は、陸海軍の指示により進駐
するアメリカ軍との連絡・調整を担う通称「有末機関」を結成し、マッカーサー率いる進駐と大本営との間に立
ってさまざまな活動を行った。その実態は、本人の回想などを除いてほとんど知られることはなかった。また、
国立国会図書館憲政資料室に所蔵される「有末精三関係文書」には、当該時期の日記が欠落している。そうした
中で、1945年8月末から10月にかけて、有末自身が記録した史料『横浜機関書類』『備忘録』の全部を筆耕し、
有末機関が取り組んだ課題を明らかにし、解説を付した報告書を作成することができた。

研究成果の概要（英文）：After World War Ⅱ, ARISUE Seizou, Army Lieutenant General, was responsible 
for negotiating with the US Army in leading ARISUE KIKAN. I found two documents recorded by him 
about negotiations with it, and analised its. We can know the reality of occupation through it, what
 was the problem for Japan or for the US Army ? I made a report including all the sources and 
research result.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
陸軍中将有末精三が、通称「有末機関」を率いて、敗戦直後に日本の軍部と進駐するアメリカ軍との間の連絡・
調整を行っていたことは知られているが、その実態を知る手がかりとなる一次史料はこれまで未発見であった。
本研究では、ちょうどその時期に有末自身が記録した二点の一次史料を翻刻し、解説を付した報告書（371頁）
を作成した。これにより、有末機関が取り組んだ課題を明らかにすることができた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 通称「有末機関」を率いて、敗戦直後にアメリカ軍との交渉を担った陸軍中将有末精三につ
いては、その存在や役割は知られていても、有末機関としての活動の実態は、本人による回想
（『終戦秘史 有末機関長の手記』芙蓉書房出版、1987 年）以外にほとんど知られていなかっ
た。国立国会図書館・憲政資料室所蔵の「有末精三関係文書」にも、戦前・戦中及び 1950 年代
以降の日記などの記録は収められているが、肝心の有末機関長として活動していた時代のもの
は含まれていない。 
 そうした時に、末精三と縁戚関係にあるという兵庫県内のある旧家から、有末精三本人が記
録した史料が２冊発見された。このうち『横浜機関書類』は、有末が厚木飛行場でマッカーサ
ーの到着を準備する任を解かれ、アメリカ軍の拠点が最初に置かれた横浜へ移動するよう指示
を受けた 1945 年 8 月下旬の辞令から、アメリカ軍が横浜から東京へ移動する 9月中旬までの記
録が、またもうひとつの『備忘録』には、同年 9月 4日から同月下旬までの記録が収められて
いた。まさに有末が、有末機関長としての活動を開始した時期と重なる一次史料である。 
 この貴重な一次史料を何とか読み解き、敗戦直後の陸軍の動向が明らかにできないかと考え
たのが、研究の背景である。 
 
２．研究の目的 
 敗戦後の政治史については、占領政策研究や東京裁判研究などの分野で飛躍的に研究が進ん
だ。しかし、戦時中は軍事上の作戦指揮のみならず、日本の戦争指導全般において主導的役割
を担った軍部、特に陸軍がいかにして敗戦・占領という事態を受け入れたのか、またそれに対
していかなる対応をとったのか（迫られたのか）については、充分に研究が進んできていると
は言えなかった。政府にとっての課題は必ずしも陸軍にとっての課題ではなかったはずである
し、また仮にそうであったとしても、問題の意味が両者にとって異なることや、問題の比重が
一方にとっては軽く、一方にとっては重いこともあり得るはずである。 
そこで、本研究では、この史料をまず利用可能な状態に持って行き、敗戦直後の陸軍につい

て考えるきっかけとすることを、研究上の課題と位置づけた。但し、有末の文字は非常に癖が
あって読みにくく、しかも本人が理解できていればよいという立場で書かれているメモなので、
記述が断片的で専門用語も多く、第三者が見ても理解困難な箇所が非常に多い。そこで、まず
は文字をなるべく正確に筆耕することを課題とした。 
その上で、関係史料をなるべく収集、調査し、史料を内容とその概要を記した報告書を作成

することを最終的な目的とした。 
 

３．研究の方法 
（１）『横浜機関書類』と『備忘録』については、学生・大学院生と定期的な研究会を開催し、

ひとつひとつ文字の確認を行った。後半で読めるようになった文字が前半に頻出している
場合もあるので、全部で３回の読み直しを行った。 

（２）ウェブサイト「アジア歴史資料センター」から必要な同時代史料の抽出を行い、また国
立国会図書館憲政資料室（有末精三関係文書）、防衛省防衛研究所戦史研究センター史料室
においても実地調査を行って関係史料の収集に努めた。 

（３）占領史研究の泰斗である獨協大学法学部福永文夫教授をはじめ関係する研究者に助言を
仰ぎ、史料の紹介・提供等を受けた。 

（４）『横浜機関書類』『備忘録』の元の所蔵者から、有末精三との関係、史料の提供を受けた
経緯、また有末精三という人物についてなど、聞き取りを行った。 

（５）中間報告として研究期間（計３年）の２年目に「『有末機関』についての覚書」（『神戸大
学文学部紀要』45号、2018 年）をまとめた。 

（６）史料の写真と筆耕データとを対照させ、解説を付した全 371 頁の報告書を作成した。 
 
 ４．研究成果 
（１）有末精三の自筆史料『横浜機関書類』『備忘録』の全部を筆耕し、原本の写真と対照させ、

解説を付した報告書（Ａ４版・371 頁）を作成した。（一例を下に掲げた）。 
（２）研究成果の一部を「『有末機関』についての覚書」『（神戸大学文学部紀要』45 号、2018

年 3月）にまとめて発表した。 
（３）有末機関がアメリカ軍との間で交渉・協議を行った主要な課題、また有末機関自身が対

応を迫られた主な課題は、①数万人規模の進駐軍の宿営や食糧（いわゆる「給養」）の手
配、②アメリカ軍が引き起こす犯罪（不法行為）への対応、③武装解除要求への対応、
特に軍刀廃止を求める進駐軍との交渉（文化的価値のアピール）、④連合国軍捕虜の調査
と解放の準備・手続、⑤海外に駐留する日本軍との連絡（連絡方法についての進駐軍へ
の許可要請）、⑥復員の手続と復員兵の福利厚生、⑦武器の廃棄、⑧戦時中の日本軍の作
戦についての情報提供、などであったことが明らかとなった。特に、⑧については、細
菌戦・化学戦関係（「細菌戦、化学戦、主任者ヲ出セ」）、風船爆弾関係（「ふ号ノ責任者」）、
暗号関係（「暗号組立作成関係者」「作戦開始以来ノ暗号書及関係アル暗号書類」）にアメ
リカ軍の関心があり、それに対してどのような情報提供を行うか慎重に協議されていた
様子がわかった。 



（４）今後究明すべき新たな課題も明らかとなった。まず、上記⑧については、具体的に軍部
の中でどのような協議が行われていたのかはまだ充分明らかにはできず、今後の課題で
ある。また、『横浜機関書類』『備忘録』の所蔵者の元には、ほかにも有末精三が所蔵す
る史料、及び蔵書が大量に保管されていることが確認されたので、引き続き調査を行う
予定である。なお、翻刻した史料の公開については、所蔵者と協議中である。 

                                           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

   
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 

 
 

 
 

 （史料の画像と翻刻データの一部。報告書ではこれらを上下並べて掲載した。） 
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年度）有末機関の研究―有末精三新史料から見る占領初期のＧＨＱと日本陸軍― 河島真』
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